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１ 【半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成18年12月27日に提出いたしました第80期中（自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日）　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半期報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため半期報告

書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　中間連結財務諸表等

　注記事項

　（中間連結貸借対照表関係）

　（リース取引関係）

２　中間財務諸表等

　注記事項

　（中間貸借対照表関係）

　（リース取引関係）

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第５ 【経理の状況】

１ 【中間連結財務諸表等】

　

(訂正前)

注記事項

(中間連結貸借対照表関係)

　

前中間連結会計期間末
(平成17年９月30日)

当中間連結会計期間末
(平成18年９月30日)

前連結会計年度末
(平成18年３月31日)

※１(1) このうち

現金及び
預金

50,000千円(帳簿価額)

建物及び
構築物

695,595　　(　 〃 　)

土地 743,509　　(　 〃 　)

計 1,489,105千円(　 〃 　)

　　　は、短期借入金 1,350,000千円及

び設備資金借入金　　　383,250

千円(長期借入金236,250千

円、一年以内に返済予定の長

期借入金147,000　　　 千円)の

担保に供しております。

※１(1) このうち

現金及び
預金

50,000千円(帳簿価額)

建物及び
構築物

642,926　　(　 〃 　)

記載なし 記載なし　 　記載なし

土地 743,509　　(　 〃 　)

計 1,436,436千円(　 〃 　)

　　 は、短期借入金 1,250,000千円及

び設備資金借入金511,250千

円(長期借入金306,250千円、

一年以内に返済予定の長期借

入金205,000千円)記載なしの

担保に供しております。

※１(1)このうち

現金及び
預金

50,000千円(帳簿価額)

建物及び
構築物

669,634　　(　 〃 　)

記載なし 記載なし　 　記載なし

土地 743,509　　(　 〃 　)

計 1,463,144千円(　 〃 　)

　 　 は、短期借入金 1,250,000千

円 及 び 設 備 資 金 借 入 金

634,750千円(長期借入金

393,750千円、一年以内に返済

予定の長期借入金241,000　　　

千円)記載なしの担保に供し

ております。

　２　保証債務

　 (1)連結会社以外の会社の金融機

関からの借入等に対して次の

通り保証を行っております。

R+S Technik Gmbh34,801千円
　 (EUR　 255千)

　　　上記の外貨建保証債務は、中間連

結決算日の為替相場により円

換算しております。

　２　保証債務

　 (1)連結会社以外の会社の金融機

関からの借入等に対して次の

通り保証を行っております。

R+S Technik Gmbh38,288千円
　 (EUR　　255千)

　　　　　　　同左

　２　保証債務

 　(1)連結会社以外の会社の金融機

関からの借入等に対して次の

通り保証を行っております。　

　

R+S Technik Gmbh36,508千円
　 (EUR　　255千)

　　　上記の外貨建保証債務は、連結決

算日の為替相場により円換算

しております。

　３　受取手形
　　　割引高

654,512千円　

　

　３　受取手形
　　　割引高

750,022千円　
　３　受取手形
　　　割引高

534,144千円　

※４　減価償却累計額には、減損損失

累計額が含まれております。

※４　減価償却累計額には、減損損失

累計額が含まれております。

※４　減価償却累計額には、減損損失

累計額が含まれております。

※５　　　――――――― ※５　中間連結会計期間末日の会計

処理については、手形交換日

をもって決済処理しておりま

す。

　 　 なお,当中間連結会計期間末日

が金融機関の休日であったた

め、次の中間連結会計期間末

日満期手形が、中間連結会計

期間末残高に含まれておりま

す。

　　　受取手形 7,244千円　

※５　　　―――――――
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(訂正後)

注記事項

(中間連結貸借対照表関係)

　

前中間連結会計期間末
(平成17年９月30日)

当中間連結会計期間末
(平成18年９月30日)

前連結会計年度末
(平成18年３月31日)

※１(1) このうち

現金及び
預金

50,000千円(帳簿価額)

建物及び
構築物

695,595　　(　 〃 　)

土地 743,509　　(　 〃 　)

計 1,489,105千円(　 〃 　)

　　　は、短期借入金 1,350,000千円及

び設備資金借入金　　　383,250

千円(長期借入金236,250千

円、一年以内に返済予定の長

期借入金147,000　　　 千円)の

担保に供しております。

※１(1) このうち

現金及び
預金

50,000千円(帳簿価額)

建物及び
構築物

846,321　　(　 〃 　)

機械装置
及び運搬
具

566,067　　(　 〃 　)

土地 933,460　　(　 〃 　)

計 2,395,849千円(　 〃 　)

　　 は、短期借入金 1,250,000千円及

び設備資金借入金715,100千

円(長期借入金470,085千円、

一年以内に返済予定の長期借

入金245,015千円)及び社債

250,000千円の担保に供して

おります。

※１(1)このうち

現金及び
預金

50,000千円(帳簿価額)

建物及び
構築物

869,355　　(　 〃 　)

機械装置
及び運搬
具

495,605　　(　 〃 　)

土地 924,026　　(　 〃 　)

計 2,338,986千円(　 〃 　)

　 　 は、短期借入金 1,250,000千

円 及 び 設 備 資 金 借 入 金

695,020千円(長期借入金

433,930千円、一年以内に返済

予定の長期借入金261,090　　　

千円)及び社債250,000千円の

担保に供しております。

　２　保証債務

　 (1)連結会社以外の会社の金融機

関からの借入等に対して次の

通り保証を行っております。

R+S Technik Gmbh34,801千円
　 (EUR　 255千)

　　　上記の外貨建保証債務は、中間連

結決算日の為替相場により円

換算しております。

　２　保証債務

　 (1)連結会社以外の会社の金融機

関からの借入等に対して次の

通り保証を行っております。

R+S Technik Gmbh38,288千円
　 (EUR　　255千)

　　　　　　　同左

　２　保証債務

 　(1)連結会社以外の会社の金融機

関からの借入等に対して次の

通り保証を行っております。　

　

R+S Technik Gmbh36,508千円
　 (EUR　　255千)

　　　上記の外貨建保証債務は、連結決

算日の為替相場により円換算

しております。

　３　受取手形
　　　割引高

654,512千円　

　

　３　受取手形
　　　割引高

750,022千円　
　３　受取手形
　　　割引高

534,144千円　

※４　減価償却累計額には、減損損失

累計額が含まれております。

※４　減価償却累計額には、減損損失

累計額が含まれております。

※４　減価償却累計額には、減損損失

累計額が含まれております。

※５　　　――――――― ※５　中間連結会計期間末日の会計

処理については、手形交換日

をもって決済処理しておりま

す。

　 　 なお,当中間連結会計期間末日

が金融機関の休日であったた

め、次の中間連結会計期間末

日満期手形が、中間連結会計

期間末残高に含まれておりま

す。

　　　受取手形 7,244千円　

※５　　　―――――――
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(訂正前)

注記事項

(リース取引関係)

　

項目

前中間連結会計期間

(自　平成17年４月１日

至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成18年４月１日

至　平成18年９月30日)

前連結会計年度

(自　平成17年４月１日

至　平成18年３月31日)

リース物件の所有権が借主に

移転すると認められるもの以

外のファイナンス・リース取

引

①　リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額及び中

間期末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

中間期末
残高
相当額
 (千円)

機械装置
及び
運搬具

37,15422,02115,132

その他の
有形固定
資産
(工具器
具備品)

438,642204,594234,048

その他の
無形固定
資産
(ソフト
ウェア)

136,81393,23843,574

合計 612,609319,853292,756

①　リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額及び中

間期末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

中間期末
残高
相当額
 (千円)

機械装置
及び
運搬具

37,15429,2277,926

その他の
有形固定
資産
(工具器
具備品)

372,524196,621175,903

その他の
無形固定
資産
(ソフト
ウェア)

136,813120,60016,212

合計 546,491346,449200,042

①　リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額及び期

末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

期末残高
相当額
 (千円)

機械装置
及び
運搬具

37,15425,51111,642

その他の
有形固定
資産
(工具器
具備品)

370,448216,218154,230

その他の
無形固定
資産
(ソフト
ウェア)

136,813106,91929,893

合計 544,415348,649195,766

　 ②　未経過リース料中間期末残高

相当額

１年以内 208,584千円

１年超 88,472 〃

合計 297,056 〃

②　未経過リース料中間期末残高

相当額

１年以内 131,518千円

１年超 71,842 〃

合計 203,361 〃

②　未経過リース料期末残高相当

額

１年以内 178,213千円

１年超 22,339 〃

合計 200,552 〃

　 ③　支払リース料、減価償却費相当

額及び支払利息相当額

支払リース料 120,952千円

減価償却費

相当額
115,603千円

支払利息

相当額
6,005千円

③　支払リース料、減価償却費相当

額及び支払利息相当額

支払リース料 112,620千円

減価償却費

相当額
107,745千円

支払利息

相当額
3,487千円

③　支払リース料、減価償却費相当

額及び支払利息相当額

支払リース料 230,604千円

減価償却費

相当額
220,310千円

支払利息

相当額
10,742千円

　 ④　減価償却費相当額の算定方法

及び利息相当額の算定方法

　　減価償却費相当額の算定方法

　　・リース期間を耐用年数とし、

残存価額を零とする定額

法によっております。

④　減価償却費相当額の算定方法

及び利息相当額の算定方法

　　減価償却費相当額の算定方法

同左
　

④　減価償却費相当額の算定方法

及び利息相当額の算定方法

　　減価償却費相当額の算定方法

同左

　

　 　　利息相当額の算定方法

　　・リース料総額とリース物件の

取得価額相当額の差額を

利息相当額とし、各期への

配分方法については、利息

法によっております。

　　利息相当額の算定方法

同左

　　利息相当額の算定方法

同左
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(訂正後)

注記事項

(リース取引関係)

　

項目

前中間連結会計期間

(自　平成17年４月１日

至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成18年４月１日

至　平成18年９月30日)

前連結会計年度

(自　平成17年４月１日

至　平成18年３月31日)

リース物件の所有権が借主に

移転すると認められるもの以

外のファイナンス・リース取

引

①　リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額及び中

間期末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

中間期末
残高
相当額
 (千円)

機械装置
及び
運搬具

37,15422,02115,132

その他の
有形固定
資産
(工具器
具備品)

438,642204,594234,048

その他の
無形固定
資産
(ソフト
ウェア)

136,81393,23843,574

合計 612,609319,853292,756

①　リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額及び中

間期末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

中間期末
残高
相当額
 (千円)

機械装置
及び
運搬具

127,43930,73196,707

その他の
有形固定
資産
(工具器
具備品)

352,868193,308159,559

その他の
無形固定
資産
(ソフト
ウェア)

148,389122,34426,045

合計 628,697346,384282,312

①　リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額及び期

末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

期末残高
相当額
 (千円)

機械装置
及び
運搬具

37,15425,51111,642

その他の
有形固定
資産
(工具器
具備品)

362,749214,454148,295

その他の
無形固定
資産
(ソフト
ウェア)

140,641107,79632,844

合計 540,545347,762192,782

　 ②　未経過リース料中間期末残高

相当額

１年以内 208,584千円

１年超 88,472 〃

合計 297,056 〃

②　未経過リース料中間期末残高

相当額

１年以内 136,401千円

１年超 150,260 〃

合計 286,661 〃

②　未経過リース料期末残高相当

額

１年以内 177,258千円

１年超 20,290 〃

合計 197,548 〃

　 ③　支払リース料、減価償却費相当

額及び支払利息相当額

支払リース料 120,952千円

減価償却費

相当額
115,603千円

支払利息

相当額
6,005千円

③　支払リース料、減価償却費相当

額及び支払利息相当額

支払リース料 111,970千円

減価償却費

相当額
108,567千円

支払利息

相当額
4,160千円

③　支払リース料、減価償却費相当

額及び支払利息相当額

支払リース料 229,685千円

減価償却費

相当額
219,423千円

支払利息

相当額
10,689千円

　 ④　減価償却費相当額の算定方法

及び利息相当額の算定方法

　　減価償却費相当額の算定方法

　　・リース期間を耐用年数とし、

残存価額を零とする定額

法によっております。

④　減価償却費相当額の算定方法

及び利息相当額の算定方法

　　減価償却費相当額の算定方法

同左
　

④　減価償却費相当額の算定方法

及び利息相当額の算定方法

　　減価償却費相当額の算定方法

同左

　

　 　　利息相当額の算定方法

　　・リース料総額とリース物件の

取得価額相当額の差額を

利息相当額とし、各期への

配分方法については、利息

法によっております。

　　利息相当額の算定方法

同左

　　利息相当額の算定方法

同左
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２ 【財務諸表等】

　

(訂正前)

注記事項

(中間貸借対照表関係)

　

項目
前中間会計期間末

(平成17年９月30日)

当中間会計期間末

(平成18年９月30日)

前事業年度末

(平成18年３月31日)

※１　担保に供している資産 　 　 　

現金及び預金

建物

土地

計

50,000千円

695,595

743,509

1,489,105千円

　

50,000千円

642,926

743,509

1,436,436千円

50,000千円

669,634

743,509

1,463,144千円

　　　上記に対応する債務 　 　 　
短期借入金

長期借入金

一年以内に返済

予定の長期借入

金

記載なし

計

1,350,000千円

236,250

 

147,000

 
　

1,733,250千円

　

1,250,000千円

306,250

 

205,000

 
記載なし

1,761,250千円

1,250,000千円

393,750

241,000

記載なし

1,884,750千円

　２　偶発債務 他社の金融機関からの借入等に対

して次の通り保証を行っておりま

す。

R＋S Technik Gmbh

　 34,801千円

　 (EUR 255千)
ECHO AUTOPARTS(THAILAND)
CO., LTD.

457,477千円

　 (THB 166,355千)

他社の金融機関からの借入等に対

して次の通り保証を行っておりま

す。

R＋S Technik Gmbh

　 38,288千円

　 (EUR 255千)
ECHO AUTOPARTS(THAILAND)
CO., LTD.

767,275千円

　 (THB244,355千)

他社の金融機関からの借入等に対

して次の通り保証を行っておりま

す。

R＋S Technik Gmbh

　 36,508千円

　 (EUR 255千)
ECHO AUTOPARTS(THAILAND)
CO., LTD.

759,093千円

　 (THB251,355千)

　 上記の外貨建保証債務は、中間決

算日の為替相場により円換算して

おります。

同左

 
上記の外貨建保証債務は、決算日

の為替相場により円換算しており

ます。

　３　受取手形割引高 654,512千円 750,022千円 534,144千円

※４　中間会計期間末日(前

　　　事業年度末日)満期手

　　　形の処理

――――― 中間会計期末日満期手形の会計

処理については、手形交換日を

もって決済処理しております。 

　なお、当中間会計期間末日が金

融機関の休日であったため、次の

中間会計期間末日満期手形が、中

間会計期間末残高に含まれてお

ります。

受取手形            7,244千円

―――――

※５　消費税等の取扱い 「仮払消費税等」及び「預り消費

税等」は相殺のうえ、流動負債の

「その他」に含めて表示しており

ます。

同左 ―――――
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(訂正後)

注記事項

(中間貸借対照表関係)

　

項目
前中間会計期間末

(平成17年９月30日)

当中間会計期間末

(平成18年９月30日)

前事業年度末

(平成18年３月31日)

※１　担保に供している資産 　 　 　

現金及び預金

建物

土地

計

50,000千円

695,595

743,509

1,489,105千円

　

50,000千円

642,926

743,509

1,436,436千円

50,000千円

669,634

743,509

1,463,144千円

　　　上記に対応する債務 　 　 　
短期借入金

長期借入金

一年以内に返済

予定の長期借入

金

社債

計

1,350,000千円

236,250

 

147,000

 
　

1,733,250千円

　

1,250,000千円

306,250

 

205,000

 
250,000

2,011,250千円

1,250,000千円

393,750

241,000

250,000

2,134,750千円

　２　偶発債務 他社の金融機関からの借入等に対

して次の通り保証を行っておりま

す。

R＋S Technik Gmbh

　 34,801千円

　 (EUR 255千)
ECHO AUTOPARTS(THAILAND)
CO., LTD.

457,477千円

　 (THB 166,355千)

他社の金融機関からの借入等に対

して次の通り保証を行っておりま

す。

R＋S Technik Gmbh

　 38,288千円

　 (EUR 255千)
ECHO AUTOPARTS(THAILAND)
CO., LTD.

767,275千円

　 (THB244,355千)

他社の金融機関からの借入等に対

して次の通り保証を行っておりま

す。

R＋S Technik Gmbh

　 36,508千円

　 (EUR 255千)
ECHO AUTOPARTS(THAILAND)
CO., LTD.

759,093千円

　 (THB251,355千)

　 上記の外貨建保証債務は、中間決

算日の為替相場により円換算して

おります。

同左

 
上記の外貨建保証債務は、決算日

の為替相場により円換算しており

ます。

　３　受取手形割引高 654,512千円 750,022千円 534,144千円

※４　中間会計期間末日(前

　　　事業年度末日)満期手

　　　形の処理

――――― 中間会計期末日満期手形の会計

処理については、手形交換日を

もって決済処理しております。 

　なお、当中間会計期間末日が金

融機関の休日であったため、次の

中間会計期間末日満期手形が、中

間会計期間末残高に含まれてお

ります。

受取手形            7,244千円

―――――

※５　消費税等の取扱い 「仮払消費税等」及び「預り消費

税等」は相殺のうえ、流動負債の

「その他」に含めて表示しており

ます。

同左 ―――――
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(訂正前)

注記事項

(リース取引関係)

　

項目

前中間会計期間

(自　平成17年４月１日

至　平成17年９月30日)

当中間会計期間

(自　平成18年４月１日

至　平成18年９月30日)

前事業年度

(自　平成17年４月１日

至　平成18年３月31日)

リース物件の所有権が借主

に移転すると認められるも

の以外のファイナンス・

リース取引

１　借主側

　①　リース物件の取得価額相当

額、減価償却累計額相当額及

び中間期末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

中間期末
残高
相当額
(千円)

機械及び
装置

33,67019,64014,029

車輌
運搬具

3,4842,3801,103

工具器具
及び備品

438,642204,594234,048

ソフト
ウェア

136,81393,23843,574

合計 612,609319,853292,756

１　借主側

　①　リース物件の取得価額相当

額、減価償却累計額相当額及

び中間期末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

中間期末
残高
相当額
(千円)

機械及び
装置

33,67026,1497,520

車輌
運搬具

3,4843,077 406

工具器具
及び備品

372,524196,621175,903

ソフト
ウェア

136,813120,60016,212

合計 546,491346,449200,042

１　借主側

　①　リース物件の取得価額相当

額、減価償却累計額相当額及

び期末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

期末
残高
相当額
(千円)

機械及び
装置

33,67022,78210,887

車輌
運搬具

3,4842,729 754

工具器具
及び備品

370,448216,218154,230

ソフト
ウェア

136,813106,91929,893

合計 544,415348,649195,766

　 　②　未経過リース料中間期末残高

相当額

１年以内 208,584千円

１年超 88,472千円

合計 297,056千円

　②　未経過リース料中間期末残高

相当額

１年以内 131,518千円

１年超 71,842千円

合計 203,361千円

　②　未経過リース料期末残高相当

額

１年以内 178,213千円

１年超 22,339千円

合計 200,552千円

　 　③　支払リース料、減価償却費相

当額及び支払利息相当額

支払リース料

　 120,952千円

減価償却費相当額

　 115,603千円

支払利息相当額

　 6,005千円

　③　支払リース料、減価償却費相

当額及び支払利息相当額

支払リース料

　 112,620千円

減価償却費相当額

　 107,745千円

支払利息相当額

　 3,487千円

　③　支払リース料、減価償却費相

当額及び支払利息相当額

支払リース料

　 230,604千円

減価償却費相当額

　 220,310千円

支払利息相当額

　 10,742千円

　 　④　減価償却費相当額の算定方法

及び利息相当額の算定方法

　　 減価償却費相当額

　　・リース期間を耐用年 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　数とし、

残存価額を零とする定額法

によっております。

　　 利息相当額の算定方法

　　・リース料総額とリース物件の

取得価額相当額の差額を利

息相当額とし、各期への配

分方法については、利息法

によっております。

　④　減価償却費相当額の算定方法

及び利息相当額の算定方法

 　　減価償却費相当額

同左

 

　　利息相当額の算定方法

同左

　④　減価償却費相当額の算定方法

及び利息相当額の算定方法

　　 減価償却費相当額

同左

 

　　利息相当額の算定方法

同左
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(訂正後)

注記事項

(リース取引関係)

　

項目

前中間会計期間

(自　平成17年４月１日

至　平成17年９月30日)

当中間会計期間

(自　平成18年４月１日

至　平成18年９月30日)

前事業年度

(自　平成17年４月１日

至　平成18年３月31日)

リース物件の所有権が借主

に移転すると認められるも

の以外のファイナンス・

リース取引

１　借主側

　①　リース物件の取得価額相当

額、減価償却累計額相当額及

び中間期末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

中間期末
残高
相当額
(千円)

機械及び
装置

33,67019,64014,029

車輌
運搬具

3,4842,3801,103

工具器具
及び備品

438,642204,594234,048

ソフト
ウェア

136,81393,23843,574

合計 612,609319,853292,756

１　借主側

　①　リース物件の取得価額相当

額、減価償却累計額相当額及

び中間期末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

中間期末
残高
相当額
(千円)

機械及び
装置

123,95527,65496,301

車輌
運搬具

3,4843,077 406

工具器具
及び備品

352,868193,308159,559

ソフト
ウェア

148,389122,34426,045

合計 628,697346,384282,312

１　借主側

　①　リース物件の取得価額相当

額、減価償却累計額相当額及

び期末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

期末
残高
相当額
(千円)

機械及び
装置

33,67022,78210,887

車輌
運搬具

3,4842,729 754

工具器具
及び備品

362,749214,454148,295

ソフト
ウェア

140,641107,79632,844

合計 540,545347,762192,782

　 　②　未経過リース料中間期末残高

相当額

１年以内 208,584千円

１年超 88,472千円

合計 297,056千円

　②　未経過リース料中間期末残高

相当額

１年以内 136,401千円

１年超 150,260千円

合計 286,661千円

　②　未経過リース料期末残高相当

額

１年以内 177,258千円

１年超 20,290千円

合計 197,548千円

　 　③　支払リース料、減価償却費相

当額及び支払利息相当額

支払リース料

　 120,952千円

減価償却費相当額

　 115,603千円

支払利息相当額

　 6,005千円

　③　支払リース料、減価償却費相

当額及び支払利息相当額

支払リース料

　 111,970千円

減価償却費相当額

　 108,567千円

支払利息相当額

　 4,160千円

　③　支払リース料、減価償却費相

当額及び支払利息相当額

支払リース料

　 229,685千円

減価償却費相当額

　 219,423千円

支払利息相当額

　 10,689千円

　 　④　減価償却費相当額の算定方法

及び利息相当額の算定方法

　　 減価償却費相当額

　　・リース期間を耐用年 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　数とし、

残存価額を零とする定額法

によっております。

　　 利息相当額の算定方法

　　・リース料総額とリース物件の

取得価額相当額の差額を利

息相当額とし、各期への配

分方法については、利息法

によっております。

　④　減価償却費相当額の算定方法

及び利息相当額の算定方法

 　　減価償却費相当額

同左

 

　　利息相当額の算定方法

同左

　④　減価償却費相当額の算定方法

及び利息相当額の算定方法

　　 減価償却費相当額

同左

 

　　利息相当額の算定方法

同左
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